
　第１２回全国障がい者スポーツ大会として、平成２４年１０月に開催される「ぎふ清流大会」をＰＲする

ため、キャラバン隊が８月２７日に市を訪れました。また阿木川公園では、山岡保育園の年長児３１人も

参加して、ミナモダンスや体操、障がい者スポーツの体験などを行い、清流大会の理解を深めました。

主な内容

 「えなてらす」がオープン

岩村城を守る

お知らせ

みんなの掲示板・声
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高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
恵
那
は
、
平
成
１１
年
４

月
の
開
設
以
来
、
市
の
観
光
案
内
所
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
で
訪
れ
る
観
光
客
と
明
知
鉄
道
や
東
鉄

バ
ス
を
利
用
す
る
観
光
客
へ
の
総
合
案
内

所
と
し
て
、
毎
年
約
３
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
昨
年
９
月
に
は
、
来
場
者
３０
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
来
場
者
か
ら
は
「
新
恵
那
市

の
特
産
品
は
何
で
す
か
」「
ど
こ
へ
行
け

ば
買
え
ま
す
か
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
特
産
品
販
売
所
の
設
置

が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
恵
那
１
階
に

あ
る
観
光
案
内
所
を
、
市
内
１３
地
域
の
特

産
品
や
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
セ
ッ
ト
、
季
節
の
旬
な
食
品
な
ど
を

集
め
て
販
売
す
る
物
産
館
と
し
て
「
え
な

て
ら
す
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
市
内
の
特
産
品
が
、
ま
と
め

て
買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
え
な
て
ら
す
」
は
、
こ
と
し
の
６
月

か
ら
約
１
千
３
５
０
万
円
を
掛
け
て
、
１

階
部
分
を
改
修
。
営
業
時
間
は
、
年
末
年

始
を
除
い
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
す
。

　
市
特
産
品
を
日
替
り
販
売

　

「
え
な
て
ら
す
」は
、平
成
１８
年
６
月
に
、

旧
６
市
町
村
の
観
光
協
会
が
統
合
し
た
市

観
光
協
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

▲ソフトバレーボールを楽しむ皆さん（東野小学校の屋内運動場で）

▲１. あいさつをする鎌田観光協会長　２. 店内のパンフレットコーナー　３. 観光大使の加藤拓三さんが開店を祝って太鼓を
演奏  ４. 並べられている生クリは、市の特産品の一つ　５. オープンセレモニーの司会を務めた観光大使の宮嶋麻衣さん

　
恵
那
駅
前
の
観
光
案
内
所
「
タ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
恵
那
」
の
１
階
部
分
を
改
装
し
て
、

９
月
１７
日
に
市
内
の
特
産
品
を
一
堂
に
集

め
た
観
光
物
産
館
「
え
な
て
ら
す
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
恵
那
観
光
大
使

の
宮
嶋
麻
衣
さ
ん
の
司
会
や
加
藤
拓
三
さ

ん
の
太
鼓
演
奏
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　「
え
な
て
ら
す
」
の
名
前
の
由
来
は
「
て

ら
す
」
は
ラ
テ
ン
語
で
大
地
を
意
味
し
、

市
を
明
る
く
照
ら
し
、
未
来
を
創
造
し
て

い
く
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

愛
称
は
、
市
民
公
募
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
物
販
機
能
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
観

光
地
恵
那
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
観
光

客
は
も
と
よ
り
、
広
く
市
民
に
も
訪
れ
て

も
ら
う
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
オ
ー
プ
ン
し
た
「
え
な
て

ら
す
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
市
観
光
協
会
皐
２
５
―

４
０
５
８
、
観
光
交
流
室
（
内
線
５
３
１
）

　

こ
こ
で
は
、
観
光
案
内
の
ほ
か
に
、
東

濃
鉄
道
バ
ス
の
回
数
券
の
販
売
や
「
ト
コ

ト
コ
恵
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
の
運
行
も
し
て
い

ま
す
。
こ
と
し
の
１０
月
か
ら
１２
月
に
は
、

次
の
と
お
り
恵
那
峡
と
１３
地
域
の
「
わ
が

ま
ち
ふ
る
さ
と
デ
ー
」
を
企
画
し
、
販
売

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。　

　

こ
の
日
は
地
域
の
方
を
対
象
に
、
バ
ス

ツ
ア
ー
も
開
催
。
市
内
観
光
の
後
に
「
え

な
て
ら
す
」
で
買
い
物
が
で
き
ま
す
。
市

外
の
方
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
内
の
方
に

も
当
市
の
特
産
品
を
知
っ
て
い
た
だ
く

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

買い物客でにぎわう「えなてらす」の店内▲

【
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
デ
ー
】

◆
１０
月

大
井
町
の
日
…
９
日
松
、
１０
日
掌

長
島
町
の
日
…
１１
日
捷

上
矢
作
町
の
日
…
１６
日
松
、
１７
日
掌

岩
村
町
の
日
…
２３
日
松
、
２４
日
掌

武
並
町
の
日
…
３０
日
松
、
３１
日
掌

◆
１１
月

三
郷
町
の
日
…
６
日
松
、
７
日
掌

串
原
の
日
…
１３
日
松
、
１４
日
掌

山
岡
町
の
日
…
２０
日
松
、
２１
日
掌

東
野
の
日
…
２７
日
松
、
２８
日
掌

◆
１２
月

明
智
町
の
日
…
４
日
松
、
５
日
掌

笠
置
町
の
日
…
１１
日
松
、
１２
日
掌

飯
地
町
の
日
…
１８
日
松
、
１９
日
掌

中
野
方
町
の
日
…
２３
日
昭
、
２４
日
晶

恵
那
峡
の
日
…
２５
日
松
、
２６
日
掌

「えなてらす」がオープン

観光

物産館
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恵
那
の
旬
な
味
を
食
べ
る　

　

観
光
案
内
の
ほ
か
に
、
市
内
の
特
産
品

が
一
堂
に
集
結
し
た
「
え
な
て
ら
す
」。

左
図
の
よ
う
に
、
観
光
案
内
コ
ー
ナ
ー
と

物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
恵
那
の
特

産
品
が
手
に
入
り
ま
す
。

　

市
内
の
老
舗
和
菓
子
店
８
店
舗
の
栗
き

ん
と
ん
を
一
つ
の
箱
に
詰
め
合
わ
せ
た

「
栗
く
ら
べ
」
を
、
毎
日
限
定
販
売
。
そ

の
ほ
か
、
細
寒
天
や
ハ
ム
、
漬
物
な
ど
１３

地
域
の
特
産
品
を
集
め
、
四
季
を
通
し
た

恵
那
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
秋
の
味
覚
を
食
べ
比
べ
る

　

当
市
は
、秋
の
味
覚
の
代
表
で
あ
る「
お

米
」
の
米
ど
こ
ろ
。
恵
那
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
、
市
内
１３
地
域
の
新
米
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
５
地
区
の
新
米

を
２
合
ず
つ
詰
め
合
わ
せ
た
「
新
米
食
べ

く
ら
べ
」
や
も
ち
米
と
ク
リ
の
「
栗
お
こ

わ
セ
ッ
ト
」
も
限
定
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
特
産
も
加
わ
り
、
え
な
の
味
覚

が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入り口正面には、オリジナル商品の「栗くらべ」を陳列▲

▲

写真右からオープンした「えなて
らす」の外観。栗くらべは、オ－プ
ン初日で２００箱を売り上げた人気商
品

▲１. 地域ごとに特産品が勢ぞろい　２.「えなてらす」
に出展されている特産品の数々　３. クリともち米をセッ
トにした「栗おこわセット」も同店のオリジナル商品　
４. 市内の和菓子店の商品も取りそろえている　５. 市内
１３地域のコメを陳列

入り口

恵那駅横

えなてらす明知
鉄道

ＪＲ恵那駅
立体
駐車場

恵那の特産品が勢ぞろい

建物ＤＡＴＡ

　…販売コーナー　　　…情報コーナー
　…観光案内コーナー

位置図

  「えなてらす」に

おいでんさい！
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い
ま
待
っ
た
な
し
の
状
況

　

岩
村
城
で
は
、
こ
れ
ま
で
部
分

的
な
石
垣
の
補
修
や
、
登
城
坂
の

整
備
な
ど
を
し
て
い
る
も
の
の
、

計
画
的
な
保
存
整
備
は
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
長
い
時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
ゆ
が
み
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
石
垣
や
、
大

雨
が
降
る
と
土
砂
が
流
れ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
文
化
的
な
価
値
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
平
成
２０
年
度
か

ら
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
石
垣
一
面

ご
と
の
台
帳
作
成
や
発
掘
調
査
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
本
丸
部
分
の

土
質
の
違
う
整
地
層
や
山
茶
わ
ん

な
ど
の
出
土
物
を
確
認
。
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
造

成
工
事
の
経
過
が
、
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査

で
得
ら
れ
た
成
果
は
、
今
後
の
保

存
や
整
備
に
向
け
た
基
礎
的
な

デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
残
る
城
跡
で
は
、

計
画
に
基
づ
い
て
整
備
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
あ
ち
こ
ち
で
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
見
直
し
、
整
備
活
用
し
て
い

く
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
村
城
を
ど
う
守
っ
て
い
く

か
。
市
民
の
皆
さ
ん
全
体
で
、
考

え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

国
史
跡
の
指
定
を
目
指
す

　

わ
た
し
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
し
て
、
岩
村
城
を
守
り

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
目
標

を
持
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
的
な
保
存

整
備
の
実
施
や
歴
史
的
な
価
値
の

研
究
と
普
及
に
取
り
組
み
、
国
史

跡
へ
の
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
恵
那
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
城
下
町
と
一
体
に
な
っ
た
活

用
を
図
り
ま
す
。

岩
村
城
を
守
る
会

が
発
足

　

昨
年
３
月
、
岩
村
城

を
国
民
の
財
産
と
し

て
守
り
活
用
す
る

こ
と
が
必
要
と
考

え
「
岩
村
城
を
守

る
会
」
が
発
足
、
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

■

一
緒
に
活
動
す
る
会

員
募
集

　

み
ん
な
で
一
緒
に
学
び
、

み
ん
な
で
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

□
入
会
資
格　

岩
村
城
を
こ
よ
な

く
愛
し
、
歴
史
文
化
に
関
心
の
あ

る
方
で
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

方□
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

（
本
年
度
は
徴
収
し
ま
せ
ん
）

□
事
業
内
容　

①
城
跡
の
整

備　

②
城
跡
の
保
護
並
び
に
顕
彰

③
資
料
の
収
集
保
存
並
び
に
調
査

研
究　

④
講
演
会
の
実
施　

⑤
観

光
資
源
と
し
て
の
整
備
及
び
発

信
、
誘
客　

⑥
そ
の
ほ
か
目
的
達

成
に
必
要
な
事
業

□
申
し
込
み　

岩
村
城
を
守
る
会

事
務
局
（
文
化
課
内
）

志
４
３
―
２
１
１

２
（
内
線
２

１
５
）

保
存
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

岩
村
城
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、地
元
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

そ
の
保
存
や
啓
発
の
た
め
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

■

流
し
た
汗
が
お
城
の
美
化
に

　

岩
村
町
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
組

織
「
城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
」
の

呼
び
掛
け
で
、
岩
村
城
を
美
し
く

す
る
一
斉
清
掃
を
、
毎
年
３
回
ほ

ど
実
施
。
地
域
の
方
に
中
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
消
防
団
員
も
加

わ
り
、
お
の
お
の
が
草
刈
機
や
か

ま
な
ど
を
手
に
、汗
を
流
し
ま
す
。

　

こ
と
し
は
作
業
後
に
、
岩
村
城

の
入
門
講
座
を
開
催
し
た
り
、
県

立
恵
那
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流

を
行
っ
た
り
し
て
、
活
動
の
幅
を

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
「
岩
村
だ
け

の
活
動
で
は
な
く
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
」
と
意
気
込
み
、

よ
り
大
勢
の
参
加
を
、
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

■

幻
の
城
で
再
建
を
ア
ピ
ー
ル

　

夏
の
夜
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

城
山
に
浮
か
び
上
が
る
「
幻
の

霧
ヶ
城
」。
城
の
再
建
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
、
岩
村
城
再
建
構
想

実
行
委
員
会
が
、
毎
年
、
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
背
景

に
な
っ
て
い
る
幻
の
城
は
、
三さ

ん

重
じ
ゅ
う

櫓
や
ぐ
ら

を
６０
枚
の
パ
ネ
ル
に
描
き
、
高

さ
は
約
２１
㍍
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
再
建
す
る
た
め
の
募
金
を

集
め
よ
う
と
、
毎
年
８
月
１３
日
に

は
「
ザ
・
縁
日
～
ふ
る
さ
と
創
生

花
火
～
」
を
開
催
。
城
の
再
建
と

い
う
壮
大
な
目
標
が
、
祭
り
や
花

火
と
い
っ
た
夏
の
風
物
詩
と
つ
な

が
っ
て
、
市
民
や
帰
省
し
た
皆
さ

ん
に
、
関
心
を
集
め
て
い
た
だ
く

身
近
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

か
が
り
火
の
幽
玄
な
世
界
を

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
の
野
外
に
、

特
設
の
舞
台
を
設
け
て
行
わ
れ
る

「
い
わ
む
ら
城
址
薪
能
」。
か
が
り

火
の
灯
り
と
老
松
を
背
景
と
し
た

幽
玄
な
雰
囲
気
の
中
、
薪
能
が
演

じ
ら
れ
ま
す
。
こ
と
し
で
２６
回
を

数
え
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
地
域

ぐ
る
み
の
開
催
で
、
伝
統
行
事
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

薪
能
な
ど
、
岩
村
町
の
行
事
を

通
じ
て
「
岩
村
城
と
城
下
町
の
町

並
み
を
地
域
の
誇
り
と
し
て
、
末

永
く
愛
し
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

の
思
い
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
訪

れ
た
大
勢
の
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
歴
史
的
な
資

源
や
伝
統
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る

心
を
、
大
き
く
育
て
て
い
ま
す
。

ザ・縁日の花火で城再建をアピール▼

▼多くの方の協力による草刈り作業

▼

岩
村
城
跡
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
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苔こ

け

む
し
た
石
畳
の
登
城
坂
を
山
頂
ま
で
登
る
と
、
壮
大
な
石
垣

が
眼
前
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
全
国
的
に
も
数
少
な
い
近
世
山
城
の

岩
村
城
。
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
の
廃
城
令
で
建
物
は
解
体
さ
れ

ま
し
た
が
、
累
々
と
そ
び
え
る
そ
の
石
垣
は
、
高
い
歴
史
的
価
値

を
備
え
て
い
ま
す
。
本
丸
が
全
国
で
最
も
高
い
標
高
７
１
７
㍍
の

山
頂
に
築
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
三
大
山
城
の
１
つ
と
い
わ
れ
、

㈶
日
本
城
郭
協
会
の
「
日
本
１
０
０
名
城
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
岩
村
城
跡
が
、
長
い
時
間
の
経
過
と
と
も
に
荒
廃
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
わ
た
し
た
ち
の
大
切
な
歴
史

遺
産
で
あ
る
岩
村
城
跡
に
つ
い
て
、
地
域
で
の
活
動
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
岩
村
城
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
特
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２
（
内
線
２
１
５
）



「名所江戸百景
　　　―追憶の情景―」

９/３０㈭～１１/２８㈰

歌川広重

≪大はしあたけの夕立≫

吉村コレクション

　本図はゴッホが油彩で模

写したことでも知られます。

《名所江戸百景》中の代表

作の一つです。

１０月３日掌、１１月７日掌は、市民の日（市民に限り観

覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と

お伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　

各
地
域
の
乳
幼
児
学
級
が
集
う

合
同
乳
幼
児
学
級
で
は
、
ゆ
か
い

な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２３
日
㈯
午
前
１０
時

半□
と
こ
ろ　

ま
き
が
ね
公
園
体
育

館□
出
演　

奈
月
ま
り
あ
、
ピ
エ
ロ

□
入
場
料　

無
料

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
２
２
０
）

□
と
き　

１１
月
１６
日
㈫
―
１９
日
㈮

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

□
対
象
者　

健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
６０
歳
代
前
半
の
方

□
定
員　

２０
人
（
申
し
込
み
多
数

の
と
き
は
抽
選
）

□
締
め
切
り　

１１
月
４
日
㈭

□
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

記
入
し
、
郵
送
で
申
し
込
む
。

※
当
選
者
以
外
に
は
、
連
絡
は
し

　

市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ
り
、

来
館
者
に
抹
茶
を
振
る
舞
い
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯
、
２３
日
㈯

午
前
１０
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
入
場
料　

大
人
２
０
０
円
、
小

人
１
０
０
円

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
２
３
５
）

□
と
き　

１０
月
１７
日
㈰
午
後
１
時

半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
（
瑞
浪
市
土
岐
町
）

□
内
容　

福
富
悌

お
さ
む

氏
（
福
富
医
院

院
長
）
の
基
調
講
演
と
事
例
報
告

□
定
員　

１
０
０
人　

□
締
め
切
り　

１０
月
１４
日
㈭　

□
託
児　

２０
人
程
度
（
先
着
順
）

※
１０
月
８
日
晶
ま
で
に
託
児
予
約

　
　
　
　

ぎ
ふ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
７
５
―
９
７
３
９

　　　

ア
ナ
ロ
グ
放

送
は
、
来
年
７

月
２４
日
に
す
べ

て
の
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

デ
ジ
サ
ポ
岐
阜
で
は
、
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き　

▽
岩
村
振
興

事
務
所
相
談
室
＝
１０
月
１８
日
㈪
、

１９
日
㈫
午
前
１０
時
―
午
後
４
時　

▽
中
公
民
館
相
談
室
＝
１０
月
２０
日

㈬
、
２１
日
㈭
、
２２
日
㈮
午
前
１０
時

―
午
後
４
時

　
　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
岐
阜
）
志

０
５
８
―
２
６
７
―
５
３
１
１

　

素
人
の
山
主
さ
ん
を
対
象
に
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
を
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
。
参
加
し

て
プ
ロ
の
技
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

１０
月
３０
日
㈯
午
前
８
時

半
―
午
後
３
時
（
雨
天
順
延
）

□
集
合　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容　

▽
座
学
＝
チ
ェ
ン
ソ
ー

の
構
造
や
取
り
扱
い
方
法
、
目
立

て
と
機
能
、
安
全
な
伐
倒
方
法
や

掛
木
処
理
方
法　

▽
実
技
＝
玉
切

り
、
枝
切
り
、
立
木
の
伐
採

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
講
師　

恵
南
森
林
組
合
職
員

□
持
ち
物　

チ
ェ
ン
ソ
ー
、
や
す

り
、
工
具
、
弁
当

□
申
し
込
み
方
法　

チ
ェ
ン
ソ
ー

安
全
講
習
会
と
明
記
し
、
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番

号
―
を
記
入
の
上
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

１０
月
２２
日
㈮

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
７
９
２

明
智
町
８
４
３
―
１　

あ
け
ち

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
明

智
振
興
事
務
所
内
）
志 

５
４
―

２
１
１
１
思
５
４
―
３
５
８
５　

　

１０
月
１
日
㈮
か
ら
調
査
員
が
再

度
、
各
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
回
収
し
ま
す
。
記
入
の
上
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い

方
は
、
実
施
本
部
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　

国
勢
調
査
恵
那
市
実
施
本
部

（
内
線
５
５
０
・
５
５
１
）

案
内

案
内

　　　　市内でクマの出没が多発

　１０月１日から、予防接種が次の医療機関で始まりま

す。一部の方には、公費の負担もあります。

□実施機関　 ▽ 大井町＝井口ハートクリニック志２５-

０８１０、大湫病院附属恵那診療所志２６-３５３１、加藤ク

リニック志２５-６４０３、さつき内科小児科クリニック志

２０-３３５０、市立恵那病院志２６-２１２１、蜂谷医院志２６-

２３４６、２５-７８３３　 ▽ 長島町＝恵那ファミリークリニッ

ク志２０-１８００、恵那メモリアルクリニック志２５-７５００、

おがわ医院志２６-５６６６、河上クリニック志２５-０５５２、

たぐち耳鼻咽喉科志２６-３３８７、中部クリニック志２６-

３００１、林外科内科志２６-５１５５、森川クリニック志２６-

２２２２、度会医院志２６-２００７　 ▽ 東野＝長谷川皮膚科

志２６-１８３１　 ▽ 三郷町＝三郷診療所志２８-１０７０　 ▽ 中

野方町＝上近藤診療所志２３-２２３１、十全堂医院志２３-

２２３０、 ▽飯地町＝飯地診療所志２２-３０２７　 ▽岩村町＝

岩村診療所志４３-２５７２、田中クリニック志４３-０１２２　

▽ 山岡町＝山岡診療所志５６-２６５５　 ▽ 明智町＝おおさ

わ医院志５４-４９７６、尾崎医院志５４-２１４１、山田診療所

志５４-２５０５　 ▽ 串原＝串原診療所志５２-２１１１　 ▽ 上矢

作町＝国民健康保険上矢作病院志４７-２２１１

【公費負担対象の方の接種期間】

□全額公費負担の方　 ▽ 接種期間＝１０月１日㈮～平成

２３年３月３１日㈭　 ▽対象＝市民税の非課税世帯の方

□一部公費負担の方　 ▽ 接種期間＝１０月１８日㈪～１２

月１８日㈯　 ▽ 対象＝６５歳以上の高齢者と６０歳～６５

歳未満で身体障がい１級の内部障がい者の方

　　　　健康推進課（内線２２３）

インフルエンザの予防接種が始まります・ ・

問

問

ま
せ
ん
。
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
１
４
５

岐
阜
市
雲
井
町
３
―
１
２　

県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
志

０
５
８
―
２
４
９
―
０
２
２
８　

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

志
２
５
―
７
７
８
８

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
生
命
に
か

か
わ
る
症
状
も
あ
り
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

１１
月
ま
で
が
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る

危
険
な
時
期
で
す
。
刺
さ
れ
た
場

合
は
、
傷
口
を
流
水
で
よ
く
洗
い

流
し
、
毒
を
し
ぼ
り
だ
し
て
、
患

部
を
よ
く
冷
や
し
ま
す
。
過
去
に

症
状
が
出
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
　

消
防
課
救
急
係
志
２
６
―
０

１
１
９

　

６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
、
年
間
６０
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
な
ら
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

　

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
確
定
拠
出
型
年
金
で
、
積
立
て

た
保
険
料
と
運
用
益
が
年
金
原
資

と
な
り
受
給
で
き
ま
す
。

・
終
身
年
金
で
、
８０
歳
ま
で
の
保

証
付
き
で
す
。

・
保
険
料
の
金
額
は
、
月
額
２
万

円
―
６
万
７
０
０
０
円
ま
で
（
千

円
単
位
）自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

・
保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
な

ど
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

農
業
委
員
会
（
内
線
５

７
４
）、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
店

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
技
能
や
経
験
を
生

か
し
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
、
６０
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を
募

集
。
入
会
説
明
会
を
毎
月
第
２
木

曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

志
２
５
―
７
７
８
８
、
恵
南
事
務

所
志
４
３
―
４
３
１
１

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
講

習
会
を
開
催

ハ
チ
刺
さ
れ
に
注
意

　１歳から中学生を対象に、一部公費負担での
予防接種が始まります
□接種期間　１１月１日㈪～平成２３年２月２８日㈪
□自己負担額　１５００円／回

□助成回数　小学生まで２回、中学生は１回

※詳細は、１０月１５日号の広報でお知らせします

▼東野の山中で捕獲されたツキノワグマ

【おわびと訂正】本紙９月１５日号１５㌻に市プレミアム商品券の販売先と記載したＪＡひがしみのは、商品券の販売
はしません。おわびして訂正します。　　恵那商工会議所志２６-１２１１問

子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で

抹
茶
体
験

問

申・問

地
デ
ジ
相
談
会

問

申
・
問

国
勢
調
査
の
調
査
票
を
回

収
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

合
同
乳
幼
児
学
級
で
コ
ン

サ
ー
ト

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
安
全
利
用

講
習
会

農
業
者
年
金
の
加
入
で
安

心
で
豊
か
な
老
後
を

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

問

問

問 問

　市では、９月１６日に「市ツキノワグマ出没安全対

策本部」を設置し、警戒に当たっています。

 ９月に入ってから、民家に近い場所などで、５頭の

クマが捕獲されました。また、市内各地でクマの目撃

情報も多数寄せられています。

　もしクマに出会ってしまったら、背中を向けて走っ

たり、いたずらに刺激したりしないよう、クマから目

を離さず、静かにその場から離れてください。

　　 防 災 情 報 課（ 内 線 ３１７）、 林 業 振 興 課（ 内 線

５２７）、各振興事務所　　

注意

9 82010.10.1 広報えな
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市
手
話
通
訳
連
絡
会
と
市
、

聴
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会
は
、

聴
覚
障
が
い
者
の
現
状
を
よ
く

知
る
立
場
か
ら
、
昨
年
、
市
民

提
案
型
協
働
事
業
で
、
聴
覚
障

が
い
者
に
配
布
す
る
「
聴
覚
障

が
い
者
用
防
災
対
策
イ
ラ
ス
ト

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
聴
覚
障
が

い
者
用
避
難
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
」、
聴
覚
障
が
い
者
が
住
む

地
域
へ
配
布
す
る
「
聴
覚
障
が

い
者
災
害
支
援
イ
ラ
ス
ト
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
昨
年
３
月
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
「
消
防

庁
長
官
賞
（
一
般
部
門
）」
の

受
賞
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
お

け
る
人
命
救
助
や
被
害
の
拡
大

防
止
な
ど
の
防
災
活
動
の
実

施
、
日
常
の
防
災
思
想
の
普
及

や
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢

献
す
る
と
評
価
さ
れ
、
９
月
、

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

市
手
話
通
訳
連
絡
会
事
務

局
（
永
井
）
志
２
５
―
９
４
２

８

　

東
野
出
身
の
わ
た
し
後
藤
明あ

き

良ら

（
東
京
都
江
戸
川
区
）
が
、

第
５７
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
新

人
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
同
展
の

入
選
作
品
を
展
示
す
る
巡
回
展

が
、
名
古
屋
で
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
６
日
㈬
―
１１
日

㈪
午
前
１０
時
―
午
後
８
時

□
と
こ
ろ　

名
古
屋
三
越
栄
店

　
　

後
藤
明
良
志
０
９
０
―
２

２
１
６
―
１
１
２
８

　

明
知
鉄
道
に
自
転
車
を
そ
の

ま
ま
乗
せ
て
、
沿
線
の
駅
で
下

車
し
、
自
然
の
中
を
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯ 

、
１１

月
１３
日
㈯ 

、
午
前
９
時
明
知

鉄
道
恵
那
駅
集
合

□
参
加
費　

小
学
生
１
０
０
０

円
、
中
学
生
以
上
１
５
０
０
円

□
定
員　

４０
人

□
参
加
資
格　

小
学
４
年
生
以

上□
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
雨
具

　
　
　
　

石
畳
グ
ル
ー
プ
志
０

５
７
３
―
６
５
―
３
５
３
４

　　

東
山
道
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
地
域
の
歴
史
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

東
野
公
民
館

□
演
題　

古
代
の
官
道
「
東
山

道
と
東
濃
地
方
」

□
講
師　

渡
辺
俊
典
氏
（
東
山

道
研
究
家
）

□
締
め
切
り　

１０
月
８
日
㈮　

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

東
野
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
事
務
局
（
東
野
振
興
事
務

所
）
志
２
６
―
２
２
４
４
思
２

６
―
０
１
２
６

　

京
都
産
業
大
学
同
窓
会
岐
阜

県
支
部
は
、
総
会
記
念
講
演
会

に
、
同
大
学
理
学
部
准
教
授
の

米
原
厚
憲
氏
を
迎
え
「
太
陽
系

外
惑
星
と
そ
の
探
査
」
と
題
す

る
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

太
陽
系
外
惑
星
の
発
見
の
経

緯
と
、
明
ら
か
に
な
っ
た
多
様

性
、
そ
し
て
「
第
二
の
地
球
は

発
見
可
能
な
の
か
」
な
ど
が
話

さ
れ
る
予
定
で
す
。
ど
な
た
で

も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
２４
日
㈰
午
前
１０

時
半
―
正
午

□
と
こ
ろ　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー

ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ（
多
治
見
市
東
町
）

□
料
金　

無
料

　
　

同
窓
会
県
支
部
恵
那
・
中

津
川
地
区
幹
事
（
西
尾
修の

ぶ

欣よ
し

）

志
５
６
―
３
５
４
２

　

佐
藤
一
斎
の
業
績
の
顕
彰
と

教
え
を
今
に
生
か
す
た
め
に
、

言げ
ん

志し

祭さ
い

と
講
演
会
を
開
催
。

□
と
き　

１０
月
３０
日
㈯　

□
料
金　

無
料

□
言
志
祭　

▽
時
間
＝
午
前
１０

時
―
１１
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩
村

歴
史
資
料
館
の
佐
藤
一
斎
銅
像

前
（
雨
天
は
岩
村
公
民
館
）

□
講
演
会　

▽
時
間
＝
午
後
１

時
半
―
３
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩

村
公
民
館　

▽
演
題
＝
佐
藤
一

斎
の
生
涯
と
教
え　

▽
講
師
＝

近
藤
正
則
氏
（
岐
阜
女
子
大
学

教
授
）

　
　

佐
藤
一
斎
顕
彰
会
（
会
長

鈴
木
隆
一
）
志
０
９
０
―
８
１

３
５
―
２
４
２
１

　

２５
年
先
の
未
来
創
造
で
、
市

民
一
人
一
人
が
明
る
い
未
来
へ

の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
力

を
生
み
、
市
の
躍
動
す
る
明
日

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
１３
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
、
長
島
小
学
校

□
内
容　

巨
大
し
め
縄
作
り
、

Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
（
申
し
込
み
が
必
要
）、
福

祉
体
験
学
習
、
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
伊
藤

智
也
氏
の
「
明
日
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
基
調
講
演
な
ど

□
参
加
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　

恵
那
青
年
会
議
所
志

２
５
―
９
４
０
１
思
２
５
―

７
７
４
６
死en

ajc@
en

at.org

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
１１
月
期
の
講
座

を
案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

１１
月
５
日
㈮
、
９
日

㈫
、
１６
日
㈫
午
前
９
時
半
―
１１

時
半
、
１９
日
㈮
午
後
１
時
―
３

時□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

１０
月
１１
日

㈪
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

１０
月
２８
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
１０
月
２９
日

㈮
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

　

月
に
２
回
配
布
さ
れ
る
「
広
報
え

な
」
で
す
が
、
各
家
庭
で
ど
の
く
ら

い
読
ま
れ
て
い
る
の
か
一
度
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
市
の
財
政
が
厳
し
い
時
に
、
月

に
２
回
の
配
布
は
無
駄
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
県
の
広
報
も
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
匿
名
・
大
井
町
）

　

広
報
紙
は
、
市
政
の
情
報

を
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る

手
段
の
１
つ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
、
光

通
信
ケ
ー
ブ
ル
網
を
使
っ
た
音
声
告

知
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字

放
送
な
ど
、
数
あ
る
市
の
情
報
を
提

供
す
る
手
段
の
中
で
も
、
中
心
的
な

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

月
２
回
と
い
う
「
広
報
え
な
」
の

発
行
回
数
は
、
市
広
報
発
行
規
則
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
日
号
は
、

特
集
記
事
や
市
民
の
方
の
紹
介
、
地

域
の
出
来
事
、
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲

載
。
１５
日
号
は
、
お
知
ら
せ
を
中
心

に
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
子
育
て
、
環

境
、
図
書
館
な
ど
の
情
報
を
コ
ー

ナ
ー
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
は
手
軽
に
情
報
収
集
で

き
、情
報
の
保
存
性
も
あ
り
ま
す
が
、

月
に
２
回
の
発
行
の
た
め
、
適
時
性

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
月
に
２
回

発
行
し
て
い
る
も
の
を
１
回
に
す
る

こ
と
は
、
適
時
性
が
さ
ら
に
悪
く
な

り
ま
す
。

　

月
に
１
回
の
発
行
を
模
索
す
る
た

め
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
号
か
ら
９

月
１
日
号
の
６
カ
月
間
、
広
報
紙
の

お
知
ら
せ
を
１５
日
号
の
み
で
掲
載
し

ま
し
た
。
編
集
に
間
に
合
わ
ず
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
な
い
情
報
が

増
加
し
た
た
め
、
現
在
は
１
日
号
で

も
お
知
ら
せ
を
掲
載
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
と
同
時
に
配
布
し
て
い
る

情
報
も
あ
り
ま
す
。
行
政
の
情
報
以

外
で
、
地
域
や
学
校
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
も
伝
わ
ら
な
い
場
合
が
出
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

「
月
１
回
の
発
行
に
で
き
な
い
か
」

と
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
当
分
の
間

は
、
月
に
２
回
の
発
行
を
継
続
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
企
画
課
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲イラストマップ、マニュアル
▲

新
人
賞
受
賞
作
品
「
黄お

う

銅ど
う

四よ

方ほ
う

花か

器き

『
光こ

う

彩さ
い

』」

▲

▲

北京パラリン
ピック金メダリスト
伊藤智也さん

▲可知市長に内閣総理大臣賞の受賞を報告
▲昨年の言志祭には、小泉純
一郎元首相も参加した

問

申
・
問

問

申
・
問

聴
覚
障
が
い
者
へ
の

防
災
支
援

明
知
鉄
道
秋
の
チ
ャ
リ
ン

コ
列
車

未
来
創
造
サ
ミ
ッ
ト　

東
山
道
と
東
濃
地
方
の

講
演
会

第
１４
回
言
志
祭

佐
藤
一
斎
ま
つ
り

問

申
・
問

「
広
報
え
な
」
は
月
に
２

回
発
行
し
て
い
ま
す

問
名
古
屋
で
日
本
伝
統
工

芸
の
巡
回
展
が
開
催

太
陽
系
外
惑
星
と
そ
の

探
査
の
公
開
講
演
会

申
・
問

１１
月
期
講
座
を
開
催
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　８月２８日の夜、岩村城跡のふもと岩村城藩主邸跡の

野外で「第２６回いわむら城
じょう

址
し

薪
たきぎ

能
のう

」が、実行委員会の

主催により開催。集まった約５５０人の観客は、薪の薄明

かりの中、繰り広げらる幽玄な能に酔いしれました。

　東海地震を想定した市防災訓練が、９月５日に市内全

域で実施。今回の訓練のテーマは「小さな活動が命を守

る」として、三郷町でも約３００人の参加者が、土のう訓

練や消火栓の訓練、炊き出し訓練などを行いました。

　㈱明知鉄道は、８月２８日に開業２５周年感謝祭として、

「夏休みファミリーレールフェア２０１０」を開催。１両２３㌧

の気道車を引っ張る綱引き大会や、普段見ることのでき

ない列車の下の見学などを、親子１６０人が楽しみました。

　昔から伝わる郷土の味を広く伝えていくため、 ９月１

日、恵那の味・伝承講座を長島町のアグリパークで開催。

ハンズ武並のメンバーが講師を務め、１５人の受講生は

五平もちの焼き方や味付けなどを、熱心に学びました。

　

８
月

２９
日
か
ら
９
月

２４
日
ま
で
、
市
内
全
域
で
撮
影
を

行
っ
た
映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」。
総
出
演
者
は
延
べ

約
２
０
０
０
人
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
総
勢
約
３
０
０
０
人

に
よ
る
撮
影
で
し
た
。
一
般
公
開
は
、来
春
の
予
定
で
す
。

　

９
月

１６
日
の
夜
に
は
、
三
郷
町
の
市
南
部
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
、
夏
祭

り
の
シ
ー
ン
を
収
録
。
主
人
公
の
渋し

ぶ

江え

譲
じ
ょ
う

二じ

さ
ん（

２７
歳
）

を
は
じ
め
、
地
元
の
方
な
ど
の
参
加
も
あ
っ
て
、
総
勢
約

５
０
０
人
で
映
画
の
１
コ
マ
を
作
り
ま
し
た
。

明鉄の列車と綱引きで力比べだ

恵那の味「五平もち」の作り方を学ぶ

幽玄な薪能の舞台に酔いしれた

「小さな活動が命を守る」をテーマに訓練 映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
市
内
全
域
で
撮
影

大井町

井戸 暁
あき

葉
は

ちゃん

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡
暁
葉
は
家
族

み
ん
な
の
宝
物
だ
よ
☆

宣
博
さ
ん
・
奈
緒
美
さ
ん

　１１月に１歳の誕生日を迎え
るお子さんの写真を募集しま
す。写真（なるべく一人で胸か
ら上で顔全体が写っているも
の）の裏に住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、性別、電話番号、両親
の氏名、３０字以内のコメントを
添えて、１０月１５日㈮までに申し
込みください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

１０月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

大井町

長尾 恭
きょう

輔
すけ

くん

か
わ
い
い
笑
顔
を
大
切
に

元
気
に
の
び
の
び
と
育
っ

て
ね
♡初

敏
さ
ん
・
裕
子
さ
ん

大井町

葊瀨 心
こ

晴
はる

ちゃん

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
暖だ

ん

心し

ん

兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
遊
ん
で
ね
。

学
さ
ん
・
美
由
紀
さ
ん

大井町

可知 秋
あき

乃
の

ちゃん

い
つ
も
元
気
な
あ
ー
ち
ゃ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ

省
三
さ
ん
・
秀
美
さ
ん

大井町

纐纈 空
そ

翔
ら

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
優
し

く
、
強
い
子
に
育
っ
て
ネ

♡
空
翔
大
好
き
！

真
規
さ
ん
・
麻
耶
さ
ん

明智町

勝 空
そ ら

斗
と

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♬
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔

で
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

恒
也
さ
ん
・
恭
子
さ
ん

武並町

松村 天
あん

女
な

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

天
女
の
笑
顔
に
み
ん
な
癒

や
さ
れ
て
る
よ
。

貴
文
さ
ん
・
ま
す
み
さ
ん

大井町

加藤 奏
そう

弦
げん

くん

ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く
な
あ
れ

！
い
っ
ぱ
い
一
緒
に
遊
ぼ

う
ね
☆
１
歳
お
め
で
と
う

大
さ
ん
・
絵
利
子
さ
ん

大井町

多賀 翔
と

星
わ

くん

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
毎
日
翔
星
の
笑
顔

が
見
ら
れ
て
幸
せ
だ
よ
♡

鉄
也
さ
ん
・
夕
香
さ
ん

明智町

小木曽 太
たい

洋
よう

くん

水
遊
び
大
好
き
な
太
ち
ゃ

ん
。
太
平
洋
の
よ
う
に
心

の
広
い
人
に
な
っ
て
ね
。

智
彦
さ
ん
・
仁
美
さ
ん

長島町

梅田 秀
ひで

康
やす

くん

明
る
く
て
強
く
て
元
気
な

男
の
子
に
な
～
れ
錘
ガ
ン

バ
レ
～
秀
康
錘

康
二
さ
ん
・
恵
美
さ
ん

長島町

神田 豪
たけ

琉
る

くん

祝
１
歳
♡
い
つ
も
に
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
で
笑
い
声
に
も

癒
や
さ
れ
る
よ
。

浩
隆
さ
ん
・
幸
枝
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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三
郷
町
椋
実

度わ
た

會ら
い 

賢け
ん

吾ご

さ
ん　

８１
歳

　

「
三
郷
歌
舞
伎
保
存
会
」
会
長
の
度
會

賢
吾
さ
ん
が
県

※

教
育
功
労
者
表
彰
（
学
芸

功
労
賞
）
を
受
賞
し
た
。

　

昭
和
５４
年
「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
地
歌
舞
伎
を
教
え
て
は
」
と
三
郷
子
供

歌
舞
伎
保
存
会
を
結
成
。
こ
れ
は
、
東
濃

地
域
の
子
ど
も
歌
舞
伎
の
元
祖
で
、
明
治

村
呉
服
座
や
三
重
県
東
員
町
な
ど
で
も
公

演
し
た
。

　

度
會
さ
ん
は
、
３０
年
以
上
、
子
ど
も
歌

舞
伎
の
指
導
と
育
成
に
貢
献
し
て
き
た
。

平
成
１５
年
に
は
、
県
産
業
文
化
振
興
事
業

団
が
「
ふ
る
さ
と
伝
統
文
化
師
匠
」
に
認

定
。
翌
年
に
は
、
知
事
か
ら
「
県
地
域
子

ど
も
支
援
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

度
會
さ
ん
が
歌
舞
伎
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
切
っ
掛
け
は
、
昭
和
４９
年
三
郷
歌

舞
伎
愛
好
会
が
発
足
、
会
員
に
な
っ
た
こ

と
。
役
者
を
２
年
ほ
ど
や
っ
た
が
、
不
向

き
と
感
じ
、義ぎ

太だ

夫ゆ
う

と
三
味
線
を
始
め
た
。

　

義
太
夫
は
竹
本
団
八
の
芸
名
を
持
つ
父

親
に
習
っ
た
。
竹
本
美み

里さ
と

の
芸
名
を
も
ら

い
、
太
夫
と
し
て
活
躍
。
保
存
会
会
長
に

な
り
、
振
り
付
け
の
指
導
も
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
振
り
付
け
は
、
義
太
夫
を
語
り

な
が
ら
舞
台
を
見
て
い
る
う
ち
に
覚
え

た
。

　

三
味
線
も
師
匠
と
し
て
、
瑞
浪
市
日
吉

町
の
半は

ん

原ば
ら

操
り
人
形
浄

じ
ょ
う

瑠る

璃り

保
存
会
で
、

指
導
す
る
腕
前
だ
。

　

平
成
１５
年
、
三
郷
小
学
校
に
歌
舞
伎
ク

ラ
ブ
が
誕
生
。
度
會
さ
ん
は
、月
に
１
度
、

指
導
に
訪
れ
る
。
こ
と
し
は
夏
休
み
に
も

数
回
、
三
郷
町
の
佐
々
良
木
公
民
館
に
あ

る
宮み

や

盛も
り

座ざ

で
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
１４
人

が
「
寿こ

と
ぶ
き
そ
が
の
た
い
め
ん

曽
我
対
面
」
を
練
習
し
た
。

　

度
會
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
覚
え
が

早
い
。
あ
い
さ
つ
も
し
っ
か
り
で
き
、
取

り
組
み
に
熱
意
を
感
じ
る
」と
感
心
す
る
。

「
一
生
懸
命
や
る
こ
と
。
自
分
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
お
互
い
助
け
合
い
取
り
組
ん

で
欲
し
い
」と
子
ど
も
た
ち
に
話
を
す
る
。

　

「
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
子
が
地
元
に
残
り
、

い
つ
か
歌
舞
伎
を
や
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と

期
待
し
て
指
導
し
て
い
る
。
１０
月
１７
日
に

は
、
中
津
川
市
の
蛭え

び

子す

座ざ

で
行
う
美
濃
・

飛
騨
歌
舞
伎
大
会
で
、
子
ど
も
た
ち
が
雄

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

県
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

歌
舞
伎
と
助
け
合
う
心
を
伝
え
る

　市立恵那病院の廊下などで、自作の絵画を展示してい

る「恵那画友会（代表・鈴木徹さん）」が、市民会館で９

月１０日から１２日に作品展を実施。患者らを癒した地元

の風景画など６２点は、再び、訪れた方を癒していました。

　やまびこ保育園で恒例のマスつかみ大会が、笠置町

活性化委員会の方６人の協力で、９月１０日に開催され

ました。５９人の全園児は、園内の小川に放したマスを、

自分たちの手でつかんで、笑顔を見せていました。

　９月５日に山岡公民館で、公共交通シンポジウムが開

催されました。テーマは「公共交通づくりはまちづくり」。

トークセッションでは、参加した約１２０人のお客さんと、

大切な地域の足について一緒に考えました。

　風水害の恐ろしさや災害への備えの大切さを若い世代

に伝えるため、９月１２日、「恵南豪雨災害から１０年シン

ポジウム」を開催。防災体験コーナーやパネルディスカッ

ションに、約３００人が参加して、当時を振り返りました。

　一輪車の元世界チャンピオン小山美由紀さんを講師に

迎え、飯地小学校で９月１０日に一輪車教室を開催。全

校児童の３９人は、運動会に披露する演技を、小山さん

に最終チェックしていただき、合格点をもらいました。

　明知鉄道の列車内で科学実験を行う「科学鉄道９９９」

が、９月５日に小学生約７０人乗せて運行。動いている

列車内で、慣性の法則やドップラー効果の体験など、盛

りだくさんの内容に、児童らは楽しく科学を学びました。

未来の科学者を乗せて出発 公共交通づくりを一緒に考える

元世界チャンピオンが演技をチェック 地域のおじさんとマスつかみ

災害の恐ろしさや備えの大切さを伝えた 患者らを癒した絵画の作品展

７２

※県教育功労者表彰（学芸功労賞）＝県教育委員会が、県の教育や学芸、体育そのほか文化の向上発展に、功績顕著な団体や
個人を表彰するもの。
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　中野方町坂折地区の棚田は、今から４００年ほど前から

築かれ始め、明治時代初期にはほぼ現在の姿を形成。全

国でも有数の美しい景色が評価され、１９９９（平成１１）

年には農林水産省の「日本の棚田百選」に認定された。

急傾斜地での水田のほとんどを、一つ一つの石で積んで

ある石積みのあぜが特徴。その中には黒
くろ

鍬
くわ

と呼ばれる専

門の石工集団によって、築かれたと伝えられる美しい石

積みが数多く残る。棚田の環境保全を目的として、地元

住民らで発足したＮＰ

Ｏ法人恵那市坂折棚田

保存会の活動では、棚

田米による日本酒造り

や棚田オーナー制度に

よる体験農業などによ

り、地域農業の活性化

を推進中。

３３

３４

▲中山太鼓の「回り打ち」

▲秋の実りの坂折棚田

中山太鼓保存会は、１９７７（昭和５２）年に結

成された。過去には、国立劇場「日本の太鼓」

や、「大阪花の万博」、「愛・地球博」で、ま

た１９９９（平成１１）年にはアジア国際文化交

流事業の一環として、マレーシアでも演奏

を披露した。

中山太鼓 飛び入り歓迎の回り打ち

坂折棚田 日本の棚田百選

次号は１０月１５日号
　発行日は１０月１５日㈮です
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『広報えな』１０月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９.５円（税込み）です。

２００３（平成１５）年に開催した第９回全国棚

田（千枚田）サミットを契機に、坂折棚田へ

訪れる人が増加。また失われつつある石積

みの技術と景観を、後世へ残すという目的

で、石積み名人から工法を学び体験する坂

折棚田石積み塾を開催している。 特徴でもある石積みのあぜ▲

▲中山太鼓のイラスト

　串原総氏神中山神社の祭礼で奉納される太鼓。大太鼓

はスリコギ形のバチ（キリ製）で、締め太鼓は竹製のバチ

を２本使って、長時間各組がたたく勇

壮な太鼓。その由来は、豊年祝い

または雨
あま

乞
ご

いの祈願が発祥と推定

されるが定かでない。１５７４（天正２）

年、武田軍の美濃侵攻に際して、迎

え討った織田軍の将串原弥左衛門配

下の武士たちは、大太鼓を拳で打ち

鳴らし、締め太鼓を焼き清めた矢で折れ尽きるまで打ち

鳴らし軍運を祈願したという。毎年１０月の第３日曜日

に奉納され、県の重要無形民俗文化財に指定されている。

初めは一人の打ち手から、やがて一節毎に打ち手が交替

しながら打つ「回り打ち」に変化。その「回り打ち」の輪が、

ついには一つになる姿は圧巻。




